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>日 本山岳会事務取扱時間

月・火・木・土曜日    10～ 20時

水・金曜日        13～ 20時

>図書室開室時間

日曜・祭日 0月 曜日を除く毎日

13～ 20時

大勢の協力で素敵に変身

ルームのリフォーム

リフォーム委員会 中川 武

明るく広々とした大集会室 (壁面は各委員会のロッカー)

■
十
六
年
目
の
リ
フ
ォ
ー
ム

一
九
九
二
年
に
、
ル
ー
ム
の
ク
ー
ラ
ー
の

具
合
が
悪
く
な
っ
た
。
新
し
い
も
の
に
変
え

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
九
二
年
度
の
予

算
に
計
上
し
た
が
、
周
り
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
と
ク
ー
ラ
ー
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

よ
う
で
、
ル
ー
ム
全
体
を
考
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、　
一
九
七
八
年

（昭

和
五
十
三
年
）

一
月
、
湯
島
に
あ
っ
た
賃
貸

の
ル
ー
ム
か
ら
、
自
前
の
こ
の
ル
ー
ム
に

移

っ
て
き
て
十
六
年
の
月
日
が
経

っ
て
い
た

そ
の
間
ほ
と
ん
ど
改
装
を
施
し
て
い
な
い
。

壁
は
黒
ず
み
、
段
ボ
ー
ル
箱
が
そ
こ
こ
こ
に

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
で
大

改
装
を
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
理
事
会
に
諮
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
委
員
会
を

つ
く
っ
て
具
体
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
山
岳
会
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の

道
の
専
門
家
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ル
ー
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
も
な
る
と
、

普
通
だ

っ
た
ら
管
理
す
る
だ
け
で
多
額
の
費

用
が
か
か
る
と
こ
ろ
だ
が
、
多
く
の
会
員
が

全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
く
れ
た
。

＞

私
は
改
装
に
関
し
て
は
門
外
漢
で
何
も
分
か
　
１

ら
な
い
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
の
意
見
を
聞
き
　
＜

な
が
ら
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。

■
飽
和
状
態
だ
っ
た
ル
ー
ム

一
九
七
八
年
当
時
、
会
員
数
は
三
千
四
百

名
、
ル
ー
ム
も
ゆ
っ
た
り
と
使
え
、
何
の
不

便
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
十
六
年
後
の
今
日
、

会
員
数
五
千
三
百
名
を
数
え
、　
一
日
に
三
～

四
つ
の
会
合
が
持
た
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
本
来
な
ら
使

っ
て
は
な
ら
な
い
図
書
室

や
談
話
室
も
会
合
の
場
所
と
し
て
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
本
を
読
み
に
き
た
人
や
、
気

軽
に
ル
ー
ム
に
き
て
談
話
を
楽
し
み
た
い
人

た
ち
は
、
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
委

員
会
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

る
が
、
同
好
会
が
増
え
た
こ
と
も
、
ル
ー
ム

躙

螂
、
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を
狭
く
感
じ
さ
せ
る
原
因
だ
ろ
う
。

総
務
委
員
会
が
主
催
す
る
新
入
会
員
の
た

め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
年
二
回
に
分

け
て
も
五
十
名
以
上
に
な
り
、
そ
の
た
び
に

他
の
会
場
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
懇

親
会
は
ル
ー
ム
で
行
う
の
で
、
歩
い
て
戻
る

こ
と
に
な
る
。
も
う
こ
れ
以
上
我
慢
が
で
き

な
い
く
ら
い
ル
ー
ム
の
面
積
は
飽
和
状
態
に

な

っ
て
い
た
。
郊
外
の
ど
こ
か
に
倉
庫
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
を
借
り
よ
う
、
と
真

剣
に
討
議
も
さ
れ
て
い
た
。

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
み
て
、
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
ル
ー
ム
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
使
い

や
す
く
し
な
け
れ
ば
、
会
の
活
動
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
、
誰
の
目
に
も
理
解
で
き
た

た
ま
た
ま
ぴ

っ
た
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

同
じ
フ
ロ
ア
の

一
〇
四
号
室
が
空
き
、
今
年

五
月
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
面
積
的
に

は
約
二
倍
の
広
さ
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
肝
心
の
資
金
面
は
、
日
本
山
岳

会
の
諸
先
輩
が
こ
う
し
た
状
況
を
見
越
し
て

ず

っ
と
以
前
か
ら
長
期
準
備
積
立
金
と
い
う

形
で
コ
ツ
コ
ツ
と
蓄
え
て
く
れ
て
い
た
。

メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
ル
ー
ム
が
手
狭
に

な

っ
た
。
そ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
手
を

打

っ
た
。
こ
れ
が
会
員
の
力
と
協
力
で
で
き

た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
山
岳
会
が
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
力
を

つ
け
て
き
た
証
拠
な
の
だ

ろ
う
。

■
コ
ン
セ
プ
ト
は
余
裕
の
あ
る
憩
い
の
空
間

四
月
十
二
日
、
リ
フ
ォ
ー
ム
委
員
会
が
開

か
れ
て
、
基
本
構
想
を

練

っ
た
。
基
本
図
面
を

作
り
、
施
工
業
者
を
集

め
て
見
積
も
り
を
取
り
、

業
者
を

一
社
に
絞
り
こ

ん
だ
。
委
員
会
と
し
て

は
、
七
月
中
旬
か
ら
夏

休
み
中

に
工
事
を
行

い
、
九
月
に
は
完
成
し

た
か
っ
た
。
五
～
六
月

に
か
け
て
レ
イ
ア
ウ
ト

を
見
直
し
、
各
所
の
素

材
と
色
を
決
め
、
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
と
の

折
衝
を
行
う
な
ど
、
日

ま
ぐ
る
し
く
動
い
た
。

多
少
の
違
い
は
あ

っ
た
が
、
何
と
か
決
め
ら

れ
た
期
間
内
に
思
う
と
お
り
の
も
の
が
で
き

あ
が

っ
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
に
当
た

っ
て
、
ま
ず

コ

ン
セ
プ
ト
を
煮
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
ろ
い
ろ
議
論
し
た
末
、
余
裕
の
あ
る
憩
い

の
空
間
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
あ

ま
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
温

か
み
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
日
本
山
岳
会

な
ら
で
は
の
伝
統
と
落
ち
着
き
を
持

っ
た
も

の
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

で
き
あ

が

っ
て
み
て
、
果
た
し
て
そ
の
と
お
り
に

な

っ
て
い
る
か
、
会
員
の
皆
様
方
の
感
想
を

聞
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
に
当
た

っ
て
主
だ

っ
た

メ

ー

ッ
ク

ス

留
意
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
　
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す

２
　
冷
暖
房
機
器
は
高
性
能
の
も
の
に
す
る

３
　
ト
イ
レ
周
り
を
拡
充
す
る

４
　
将
来
を
見
越
し
て
事
務
室
を
広
げ
る

５
　
ラ
ウ
ン
ジ
を
充
実
さ
せ
る

６
　
コ
ピ
ー
機
、
印
刷
機
を
独
立
さ
せ
る

７
　
映
像
関
係
の
拡
充

■
新
装
な
っ
た
ル
ー
ム

リ
フ
ォ
ー
ム
を
終
わ
っ
て
、
概
ね
当
初
の

思
い
ど
お
り
に
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

収
納
ス
ペ
ー
ス
は
、
各
委
員
会
に
限
っ
て
い

え
ば
以
前
の
三
倍
に
増
え
た
し
、
事
務
関
係

の
ス
ペ
ー
ス
も
十
分
に
あ
る
。
今
ま
で
フ
ロ

ア
に
段
ボ
ー
ル
箱
で
積
ん
で
あ
っ
た
も
の
が

す
べ
て
ロ
ッ
カ
ー
に
納
ま
っ
て
い
る
。
ク
ー

ラ
ー
は
天
丼
は
め
込
み
式
だ
か
ら
、
四
方
か
　
＞

ら
強
力
な
冷
暖
房
の
風
が
出
て
く
る
。
ト
イ
　
２

レ
は
女
性
用
に
洗
面
台
を
設
け
た
り
、
男
性

＜

用
に
大
小
別
々
に
独
立
し
て
便
器
を
設
け
た
。

事
務
所
は
以
前
の
談
話
室
の
場
所
に
移
す
こ

と
に
よ
っ
て
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
、
四
人
ま
で

事
務
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ラ
ウ
ン
ジ
は
ル
ー
ム
の
遊
び
の
空
間
で
あ

る
。
資
料
関
係
の
展
示
も
か
ね
て
山
岳
会
の

顔
的
存
在
に
な
っ
た
と
思
う
。
コ
ピ
ー
、
印

刷
機
を
独
立
し
た
空
間
に
移
し
て
作
業
を
し

や
す
く
し
た
。
映
像
は
正
面
の
壁
の
天
丼
か

ら
ボ
タ
ン

一
つ
で
ス
ク
リ
ー
ン
が
下
り
て
く

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
の
入
り
口
側
の
棚
に
は
、
ワ
イ
ド
な
テ

レ
ビ
が
ビ
デ
オ
機
器
、
音
響
機
器
と

一
緒
に

納
め
ら
れ
て
い
る
。
世
界
中
の
ビ
デ
オ
テ
ー

◆ルーム平面図◆

▼入口       各委員会ロッカー

④ ③  ② ①

◆新たに借りた104号 室◆
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104号 A室

じきリスクリーン
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104号 B室

ベランダ

庭
一

用
一

専
一

ホール

談話室

入 ロ
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プ
が
見
ら
れ
る
ビ
デ
オ
機
器
、
ル
ー
ム
で
マ

イ
ク
が
使
え
る
ア
ン
プ
も

一
緒
だ
。
照
明
は

今
回
の
施
工
業
者
が
ヤ
マ
ギ
ワ
リ
ビ
ナ
だ

っ

た
の
で
、　
一
番
の
得
意
分
野
だ
。
明
る
い
し
、

雰
囲
気
も
上
々
だ
と
思
う
。

■
い
つ
ま
で
も
快
適
に
使
っ
て
ほ
し
い

今
回
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
昨
年
の
山
岳

研
究
所
改
築
に
活
躍
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
そ

の
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て
、
全
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
徹
し
て
全
面
的
に
協
力
し
て

く
れ
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
に
当
た
っ
て
は
サ
ン
ビ

ュ
ー

ハ
イ
ツ
管
理
組
合
の
理
事
会
の
許
可
を
取
ら

な
い
と
工
事
を
始
め
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
長

年
に
わ
た
り
騒
音
問
題
な
ど
で
迷
惑
を
か
け

て
き
た
た
め
か
、
か
な
り
厳
し
い
条
件
を
出

さ
れ
、
工
事
の
施
工
開
始
が

一
週
間
延
び
る

と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
ば
か
り
で
も
な
い
が
、
他
の
居

住
者
に
対
し
て
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

ル
ー
ム
は
静
か
に
使
い
た
い
。
と
く
に
二
十

一
時
以
降
の
遅
い
時
間
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
つ
け
た
い
。

ル
ー
ム
は
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
て
き
れ
い
に

な
っ
た
。　
一
〇
四
号
室
が
増
え

て
広
く
な
っ
た
。
会
員
が
活
動

す
る
た
め
の
条
件
は
そ
ろ

っ

あ
と
は
使
う
会
員
各
位
の
意
識

の
問
題
だ
と
思
う
。
皆
が
快
適

に
使
う
た
め
に
、
「大
切
に
」

「き
れ
い
に
」

「
汚
さ
な
い
よ

う
に
」
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

ぜ
ひ
と
も
会
の
財
産
を
長
持

ち
さ
せ
、
メ
ン
バ
ー
が
い
つ
で

も
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
所
と
し

て
、
注
意
深
く
使

っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

最
後
に
リ
フ
ォ
ー
ム
中
不
便

だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我

慢
を
し
て
く
れ
た
会
員
の
方
々

に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

記念の品も飾られたラウンジ

リ
フ
ォ
ー
ム
の
経
費
に
つ
い
て

小
倉
茂
暉

ル
ー
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
あ
た
り
、
リ

フ
ォ
ー
ム
委
員
会
を
中
川
総
務
担
当
理
事
の

下
に
、
建
築
、
内
装
の
専
門
家
の
会
員
五
名

に
お
願
い
し
た
。

内
部
の
基
本
レ
イ
ア
ウ
ト
、
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
の
算
定
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
費
用

を
か
け
ず
、
な
お
か

つ
日
本
山
岳
会
本
部

ル
ー
ム
と
し
て
、
海
外
の
岳
人
、
著
名
人
が

訪
問
さ
れ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
ル
ー
ム
に

す
る
と
い
う
、
全
く
矛
盾
す
る
要
求
を
見
事

に
果
た
し
て
く
れ
た
。

施
工
業
者
の
ヤ
マ
ギ
ワ
リ
ビ
ナ
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
見
積
も
り
を
当
初
二
千
四
百
五
十

万
円
と
算
定
し
た
が
、
交
渉
の
結
果
、
消
費

税
込
み
で
二
千
万
円
で
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

一
〇
四
号
室
が
突
然
リ
ー
ス
に
出
た
こ
と
、

リ
ー
ス
料
の
交
渉
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
基
本
レ

イ
ア
ウ
ト
、
業
者
選
定
と
、
そ
の
都
度
理
事

会
の
承
認
は
い
た
だ
い
た
が
、
平
成
六
年
度

予
算
の
編
成
に
は
間
に
合
わ
ず
、
総
会
で
は

一
〇
四
号
室
の
リ
ー
ス
料
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費

用
が
予
算
か
ら
は
も
れ
、
日
頭
で
の
説
明
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
大
変

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

次
回
平
成
六
年
度
の
通
常
総
会
に
お
け
る

決
算
報
告
で
、
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

マ
カ
ル
ー
東
稜
に
挑
む
（第
二
報
）

日
本
山
岳
会
マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五

重
廣
恒
夫

隊
員
紹
介
ｍ

こ
れ
ま
で
に
決
定
を
み
た
隊
員
六
名
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
以
下
次
号
に
続
き
ま
す
。

◆
総
隊
長

・
藤
平
正
夫
　
鵠
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

Ⅳ
峰
、
翻
チ
ョ
ゴ
リ
ザ

（登
頂
）

◆
隊
長

・
重
廣
恒
夫
　
η
エ
ベ
レ
ス
ト
、
「

ナ
ン
ダ
デ
ヴ
ィ
東
峰

（登
頂
）
、
「
Ｋ
２

（登
頂
）、
「
ラ
ト

ッ
ク
ー
峰
（初
登
頂
）、

制
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

（登
頂
）
、
制
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
南
峰
～
中
央
峰
～
縦
走
、
　

＞

鶴
マ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム

（初
登
攀
）
、
智
　
３

ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク

（登
頂
）
、
鶴
チ
ョ
モ
　
＜

ラ
ン
マ
、
「
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
、
観
ナ
ム

チ
ャ
バ
ル
ワ

◆
登
攀
隊
長

・
山
本
宗
彦
　
観
ボ
ゴ
タ
Ⅱ

（初
登
頂
）
、
鶴
レ
ー
ニ
ン

（登
頂
）、
鶴

コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム

（登
頂
）
、
観
カ
ン
チ
ェ

ン
ジ
ュ
ン
ガ
、
獅
マ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム

（初
登
攀
）
、
鶴
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク

（登

頂
）
、
智
ラ
カ
ポ
シ

（登
頂
）
、
観
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ

（登
頂
）

◆
隊
員

ｏ
渡
邊
雄
二

『
マ
ッ
キ
ン
レ
リ
ー
、

■
イ
ン
ド
Ｃ
Ｂ
３１

（登
頂
）
、
観
サ
ガ
ル

マ
ー
タ
、
珈
ム
ー
シ
ュ
・
ム
ズ
タ
ー
グ

（中
国
昆
奇
）

（初
登
頂
）
、
観
パ
ミ
ー

ル

・
コ
ル
ジ
ェ
ネ
ス
カ
ヤ
峰

（登
頂
）
、

難:』

・協 :::"覇摯

一凛職
難
Ｊ
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一
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観
コ
ミ

ュ
ニ
ズ
ム
Ｃ
峰

◆
隊
員

・
馬
場
博
行
　
切
キ
ャ
リ
オ
ル
ン
、

「
ヌ
ン
プ
ー
ル
、
「
ド
ル
ジ

ェ
ラ
ク
バ
、

枷
ク
ス
ム
カ
ン

（登
頂
）
、
鶴
ピ
サ
ン
ピ

ー
ク

（登
頂
）
、
鶴
カ
ン
グ
ル

（登
頂
）
、

鶴

マ
カ
ル
ー
、
観
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
、
観
ヒ

ム
ル
ン

・
ヒ
マ
ー
ル
、
観
チ

ョ
ー

・
オ
ユ

ー

（登
頂
）
、
観
シ
シ
ャ
パ
ン
マ

◆
隊
員

・
山
本
　
篤
　
Ｗ
ラ
カ
ポ
シ
、
観
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
、
観
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
（登
頂
）

観
チ

ョ
ー

・
オ
ユ
ー

（登
頂
）
、
制
サ
ガ

ル
マ
ー
タ

（登
頂
）
、
「
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル

ワ
、
観
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ

（初
登
頂
）

マ
カ
ル
ー
登
山
隊

隊
荷
梱
包
作
業
支
援
の
お
願
い

日
本
山
岳
会
九
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て

行
わ
れ
る

「
マ
カ
ル
ー
登
山
隊
」
は
、
隊
員

の
陣
容
も
ほ
ぼ
決
ま
り
、
各
種
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
登
山
に
要
す
る
約
七
千
キ
ロ
の

隊
荷
の
梱
包
作
業
は
、
十
月
中
旬
よ
り
、
十

一
月
中
旬
に
か
け
て
都
内
の
日
通
倉
庫
で
行

う
予
定
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
期
間
内
の
梱
包
作
業
の

ご
支
援
を
会
員
の
皆
様
方
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
交
通
費
、
食
費
は
支
給
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
友
達
を
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
登
山
隊
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
三
―
三
二
四
九
―
五

一
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
三
―
三
二
四
九
―
五
二

一
六

九

一
年
十

一
月
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
が
主
催

し
た
山
岳
環
境
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
多

く
の
著
名
な
登
山
家
が
あ
つ
ま
っ
た
な
か

で
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
リ
ス
ｏ
ボ
ニ
ン
ト
ン

の
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。

「東
京
会
議
」
に
次
い
で

「富
山
会
議
」

に
出
席
し
た
彼
は
、

「と
に
か
く
山
に
行

き
た
い
ん
だ
」
と
、
自
分
の
講
演
を
終
え

る
や
い
な
や
、
立
山
の
ス
ピ
ー
ド
登
山
に

繰
り
出
し
た
の
だ
。

こ
の
九
月
、
群
馬
岳
連
の
サ
ガ
ル
マ
ー

タ
南
西
壁
冬
期
登
頂
を
祝
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
講
演
す
る
た
め
来
日
し
た
際
も
、
前
橋

で
の
講
演
の
あ
と
、
谷
川
岳
へ
岩
登
り
に

行
く
こ
と
を
実
に
率
直
に
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
自
然
と
未
知
の
世
界
が
好
き
で
た

ま
ら
な
い
、
と
い
う
ボ
ニ
ン
ト
ン
と
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
内
容
は
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
の

「会

報
」
で
書
い
た
の
で
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い

が
、
そ
の

「小
さ
な
登
山
」
に
つ
い
て
は
、

是
非
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ボ

ニ
ン
ト
ン
の
近
著

「Ｓ

ｅ
ａ
、
Ｉ

ｃ

ｅ
、
＆
　
Ｒ

ｏ
ｃ
ｋ
」
を
読
む
と
、
彼
の

志
向
す
る
世
界
が
見
え
る
気
が
す
る
。

六
八
年
に
世
界
で
始
め
て
無
寄
港
単
独

世
界

一
周
を
果
た
し
た
英
国
の
有
名
な

ヨ
ッ
ト
冒
険
家
、

ロ
ビ
ン

ｏ
ノ
ッ
ク
ス

ｏ

ジ

ョ
ン
ス
ト
ン
と
の
共
著
で
あ
る
こ
の
本

は
、
九

一
年
夏
、
ヨ
ッ
ト

「
ス
ハ
イ
リ
号
」

で
、
ボ

ニ
ン
ト
ン
た
ち
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
ま
で
航
海
登
山
を
し
た
時
の
紀
行
文
で

あ
る
。

ノ
ッ
ク
ス

・
ジ

ョ
ン
ス
ト
ン
が
操
舵
す

る
ス
ハ
イ
リ
号
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
東

岸
の
カ
ン
ゲ
ル
ド
ル
グ
サ

ッ
ク

・
フ
ィ
ヨ

ル
ド
を
、
氷
山
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が

ら
内
陸
部
に
進
み
、
小
さ
な
入
江
に
接
岸
。

こ
こ
か
ら
、
氷
河
を
ス
キ
ー
で
荷
運
び
し

な
が
ら
四
つ
の
テ
ン
ト
を
出
し
て
レ
モ
ン

ｏ
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
と
呼
ば
れ
る
山
城
に
は

い
り
、
カ
シ
ー
ド
ラ
ル
峰

（二
、
三
〇
〇

肝
。
な
お
、
翌
年
、
他
の
英
国
パ
ー
テ
ィ
ー

に
よ

っ
て
、
ボ

ニ
ン
ト
ン
た
ち
の
め
ざ
し

た
山
は
「
カ
シ
ー
ド
ラ
ル
」
で
は
な
く

「
ミ

ニ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
山
だ
、
と
報
告

さ
れ
た
）
に
挑
戦
し
た
の
だ

っ
た
。

登
山
そ
の
も
の
は
、
頂
上
手
前
で
断
念

し
た
が
、
切
り
立

っ
た
壁
、
急
峻
な
雪
の

ガ
リ
ー
な
ど
写
真
で
見
る
限
り
、
相
当
な

難
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

が
、
興
味
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
海
洋
冒

険
家
と
登
山
家
が
、
互
い
の
経
験
と
知
恵

を
信
頼
し
て
思
い
つ
き
、
実
行
に
こ
ぎ
つ

け
た
、極
北
の
地
で
の
「海
と
山
の
冒
険
」

の
発
想
で
あ
る
。

前
号
の
こ
の
欄
で
、

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
五
十

歳
時
代
」
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
ボ
ニ
ン

ト
ン
の
情
熱
は
、
そ
の
傾
向
と
は
む
し
ろ

正
反
対
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

「小
さ
く
と
も
、
と
に
か
く
人
の
踏
み

入
れ
て
い
な
い
場
所
に
強
く
ひ
か
れ
る
」

と
、
彼
は
強
調
す
る
が
、
実
際
、
九
二
年

の
イ
ン
ド

ｏ
キ
ン
ナ
ウ
ル
山
城
は
じ
め
、

“
無
名
の
山
々
”
が
、
今
年
還
暦
を
迎
え

た
こ
の
英
国
の
希
有
な
登
山
家
の
心
を
と

ら
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ボ
ニ
ン
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
八
五
年
、

フ

ラ

ン

ス

の

雑

誌

「
Ｖ

Ｅ

Ｒ

Ｔ

Ｉ

Ｃ

Ａ

Ｌ

」

が
企
画
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト

ッ
プ

・
ク

ラ
イ
マ
ー
た
ち
の
座
談
会
で

「商
業
主
義

に
自
分
を
売

っ
た
イ
ギ
リ
ス
唯

一
の
男
」

と
、
ダ
グ

ｏ
ス
コ
ッ
ト
が
辛
ら

つ
な
発
言

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
七
五
年
、
ボ

ニ
ン

ト
ン
の
指
揮
下
で
、
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
南
西

壁
を
初
登
攀
し
た
ス
コ
ッ
ト
は
、
あ
る
時

期
か
ら
ボ

ニ
ン
ト
ン
の
や
り
方
に
懐
疑
的

に
な

っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
、
湖
水
地
方
の
環
境
保
護
活
動

も
精
力
的
に
進
め
る
こ
の
登
山
家
が
本
気

で
パ
イ
オ
ニ
ア

・
ワ
ー
ク
を
や
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ボエントンの
「小さな山」

江本嘉伸

(4)
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刀

ｍ

「

〇

刀

「

南
ア
の
麓
で

山
の
自
然
保
護
を
語
る

恒
例
の
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
全
国
集

会
は
、
去
る
九
月
十
七
～
十
八
日
の
両
日
に

わ
た
っ
て
、
南
ア
ル
プ
ス
の
麓
、
山
梨
県
早

川
町
の

「
ヘ
ル
シ
ー
美
里
」
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
折
か
ら
の
台
風
二
十
四
号
の
余
波

の
激
し
い
風
雨
の
た
め
、
予
定
さ
れ
た
観
察

山
行
も
、
早
川
町
の
好
意
に
よ
る

「野

鳥
の
森
」
で
の
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

も
中
止
さ
れ
た
が
、
全
国
か
ら
五
十
四

名
の
会
員
、
十

一
支
部

（ほ
か
に
三
支

部
ミ
ニ
コ
ミ
紙
上
参
加
）
に
よ
っ
て
「山

の
自
然
保
護
を
考
え
る
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
真
剣
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

集
会
前
日
は
風
雨
の
中
、
身
延
駅
に

参
集
し
た
会
員
は
日
蓮
宗
の
総
本
山
久

遠
寺
に
参
詣
し
た
の
ち
、
山
行
中
止
、

会
議
場
に
直
行
し
た
。
そ
の
後
、　
一
部

は
風
雨
を
つ
い
て
早
川
最
奥

ｏ
秘
境
奈

良
田
の

「白
旗
史
朗
記
念
館
」
を
見
学

し
た
。

■
町
お
こ
し
に
熱
心
な
早
川
町

会
場
と
な
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
美
里
は
、

過
疎
と
な
っ
て
廃
校
し
た
中
学
校
の
旧

校
舎
を
利
用
し
た
も
の
で
、
な
つ
か
し

さ
と
と
も
に
ま
こ
と
に
温
み
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

①

Ｏ外の風雨にもめげず熱心に討議する会員

十
七
日
、
夜
六
時
か
ら
、
篠
崎
会
員
司
会

の
も
と
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に

先
だ

っ
て
国
見
実
行
委
員
長
と

地
元
山
梨
の
古
屋
支
部
長
の
そ
れ
ぞ
れ
の
挨

拶
と
、
参
加
支
部

・
一
般
会
員
の
紹
介
が
行

わ
れ
た
が
、
中
で
も
過
疎
化
に
悩
む
辻

一
幸

早
川
町
長
の
町
お
こ
し
に
対
す
る
前
向
き
な

話
は
聴
衆
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

早
川
町
は
町
を
縦
断
す
る
″
母
な
る
川
〃

早
川
の
あ
る
南
ア
ル
プ
ス
の
山
懐
に
深
く
抱

か
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
。
昭
和
三
十

一
年
、
旧
六
カ
村
を
合
併
し
て
発
足
し
、
最

盛
時
八
千
人
だ
っ
た
人
口
は
今
で
は
二
千
三

百
人
し
か
い
な
い
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
は
自

然
が
厳
し
く
か
つ
重
く
生
活
に
の
し
か
か
っ

て
き
た
か
ら
だ
が
、
今
は
そ
れ
を
逆
に
恵
み

と
し
、
町
外
か
ら
の
新
し
い

野
鳥
の
森
、
川
を
考
え
る
会
、
白
旗
史
朗
の

大
い
な
る
南
ア
の
写
真
館
、
焼
畑
文
化
の
紹

介
な
ど
を
先
頭
に
積
極
的
に
自
然
を
活
用
し
、

そ
れ
に
肉
付
け
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
新
し
い

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

南
ア
ル
プ
ス
の
山
懐
の
深
い
夜
は
全
国
か

ら
集
ま

っ
た
自
然
を
愛
す
る
人
々
の
歓
談
の

う
ち
に
、
別
室

「
ク
ヌ
ギ
」
で
行
わ
れ
た
二

次
会
へ
と
続
き
盛
り
上
が
っ
た
。

■
台
風
の
中
で
も
活
発
に
討
議

翌
十
八
日
、
自
然
保
護
全
国
集
会
の
本
番

は
、
午
前
九
時
か
ら
松
本
委
員
の
司
会
の
も

と
に
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
記
念
撮
影
。
つ
い
で
藤
平
正
夫
会

長
欠
席
の
た
め
代
理
と
し
て
大
森
弘

一
郎
自

然
保
護
担
当
常
務
理
事
が

「自
然
保
護
は
幅

が
広
く
難
し
い
が
、
と
に
か
く
や
る
こ
と
で

あ
り
、
実
り
あ
る

一
日
で
あ
り
た
い
」
と
の

挨
拶
を
行
い
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
天
候

不
順
で
帰
路
の
心
配
も
あ
り
、
予
定
を
大
幅

に
短
縮
、
議
事
は
大
体
午
前
中
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
中

止
に
な

っ
た
野
鳥
観
察
に
代
わ
っ
て
、
川
口

仁
氏
に
よ
る
地
元
早
川
町
の
自
然
に
つ
い
て

の
話
、
つ
い
で
岳
連
の
前
嶋
信
氏
に
よ
る
富

士
山
の
話
、
そ
し
て
山
梨
岳
連
の
内
藤
進
氏

の
南
ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
し
た
話
の
あ
と
、

各
支
部
よ
り
の
現
況
報
告
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

川
口
氏
の
話
の
概
要
は
①
山
梨
県
南
西
部
　
５

に
広
が
る
早
川
町
の
地
理
的
な
自
然
　
②
町

＜

活
性
化
の
拠
点
、
八
十
九
種
の
野
鳥
を
観
察

で
き
る
野
鳥
公
園
の
開
設
　
③
発
電
ダ
ム
に

よ
る
早
川
の
渇
水
か
ら

「水
を
蘇
ら
せ
る
」

運
動
に
つ
い
て
の
ま
こ
と
に
有
意
義
な
も
の

で
あ
っ
た
。

つ
い
で
岳
連
の
前
嶋
氏
は
、

「
日
本
人
の

心
の
ふ
る
さ
と
」
富
士
山
を
世
界
遺
産
に
す

る
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
連
絡
協
議
会
を
中
心
に
山
梨
県
の

八
団
体
が
協
力
し
て
運
動
を
進
め
、
マ
ス
コ

ミ
支
援
の
も
と
、
三
百
三
十
万
人
に
の
ぼ
る

署
名
活
動
、
と
か
く
引

っ
込
み
思
案
の
行
政

へ
の
要
望
な
ど
、
精
力
的
に
運
動
を
行

っ
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
あ
と
山
梨
支
部
の
内
藤

黎辮::響:黎撃

自
然
保
護
委
員
会

」ヽと、

■ヘ
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氏
は
南
ア
ル
プ
ス
の
現
況
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
語
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
み
る
と
、

南
ア
ル
プ
ス
は
登
山
者
の
質
的
変
化

（未
組

織
、
中
高
年
登
山
者
の
増
加
）
と
と
も
に

一

つ
の
大
き
な
変
化
の
時
期
に
き
て
い
る
。
ゴ

ミ
の
持
ち
帰
り
は
か
な
り
徹
底
し
た
が
、
登

山
者
の
増
加
で
、
と
く
に
ト
イ
レ
の
問
題
が

お
き
て
い
る
。
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
を
守
る

た
め
、
植
生

・
土
壌

・
雨
水

（酸
性
雨
）
調

査
な
ど
基
礎
デ
ー
タ
を
集
め
る
作
業
も
し
て

い
る

一
方
、
登
山
道
幅
の
拡
大
に
伴
う
高
山

植
物
の
保
護
、
ま
た
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
の
種
の

保
存
に
つ
い
て
近
々
立
ち
入
り
禁
止
の
エ
リ

ア
の
設
定
も
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

■
各
支
部
は
地
域
の
問
題
点
を
報
告

支
部
報
告
は
次
の
十

一
支
部
が
行
っ
た
。

●
山
形
支
部

（佐
藤
淳
志
会
員
）

鳥
海
山
の
イ
ヌ
ワ
シ
に
つ
い
て
、
百
二
十

日
間
の
調
査
を
行

っ
た
が
、
営
巣
地
は
未
確

認
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
開
発
側

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

●
越
後
支
部

（石
田
国
夫
会
員
）

苗
場
山
の
小
松
原
湿
原
を
中
心
に
ト
イ
レ

対
策
や
植
物
盗
掘
防
止
に
努
め
て
い
る
。

●
信
濃
支
部
（中
野
和
郎

ｏ
植
松
晃
岳
会
員
）

長
野
県
で
憂
慮
す
べ
き
こ
と
は

「国
営
ア

ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
」
の
活
発
化
（資
料
）

と
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
関
連
の
自
然
破
壊
の
問
題

で
あ
る
。

（資
料
）
そ
の
他
種
々
の
問
題
も

あ
り
、
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

●
山
梨
支
部

（前
述
）

●
東
海
支
部

（岡
田
晋
会
員
）

支
部
友
制
度
を
利
用
し
て
自
然
保
護
の
啓

蒙
に
努
め
て
い
る
。

●
京
都
支
部

（塚
本
珪

一
会
員
）

北
山
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
林
道
で

あ
る
。
月

一
回
程
度
勉
強
会
を
行

っ
て

先
般
も

「林
業
家
か
ら
み
た
自
然
保
護
」
と

い
う
話
を
聞
い
た
。

●
富
山
支
部

（太
田
昭

・
石
坂
久
忠
会
員
）

有
峰
の
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
保
護
手
法
の

模
索
と
立
山
カ
ル
デ
ラ
開
発
の
問
題
の
二
つ

が
あ
る
。

●
山
陰
支
部

（小
西
毅
会
員
）

全
県
公
園
化
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
第

一
歩

を
踏
み
出
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
い
か
に
対

処
す
べ
き
か
検
討
中
。
大
山
の

一
木

一
石
運

動
は
継
続
中
で
あ
る
。

●
福
岡
支
部

（中
山
健
会
員
）

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
オ
フ
ロ
ー
ド
車
の

問
題
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

●
東
九
州
支
部

（甲
斐
良
治
会
員
）

九
重
山
を
中
心
に
道
路
の
整
備
、
清
掃
な

ど
を
行

っ
て
い
る
。

●
関
西
支
部

（斧
田

一
陽
会
員
）

蘇
武
岳
、
氷
ノ
山
の
ブ
ナ
の
保
護
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

な
お
、
岩
手
、
福
井
、
熊
本
の
三
支
部
は

ミ
ニ
コ
ミ
紙

「木
の
目
草
の
芽
」
を
通
し
て

紙
上
参
加
を
し
た
。

一
般
の
部
と
し
て
若
林
和
司
会
員
か
ら
上

高
地
自
然
保
護
解
説
員
、
林
田
正
幹
会
員
か

ら
は
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
の
話
が
あ
り
、
最
後
に
大

島
の
自
然
を
守
る
会
よ
り
贈
ら
れ
た

「愛
宕

山
賛
歌
」
の
テ
ー
プ
が
会
場
に
流
さ
れ
、
種

々
問
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
盛
会
裡
に
閉
幕

し
た
。
（写
真

・
市
川
義
輝
、
文

・
小
倉
厚
）

早
朝
の
景
観
を
カ
メ
ラ
に

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
で
、
六

月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
、
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ

テ
周
辺
で
写
真
撮
影
会
が
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
列
車
や
マ
イ
カ
ー
利
用
で
、
渋

ノ
湯
や
唐
沢
鉱
泉
経
由
、
麦
草
峠
経
由
な
ど
、

思
い
思
い
の
コ
ー
ス
で
三
々
五
々
黒
百
合

ヒ
ュ
ッ
テ
に
集
ま
っ
て
き
た
。
十
八
名
の
参

加
者
は
酒
と
つ
ま
み
を
中
心
に
車
座
に
な
り
、

食
事
ま
で
の

一
時
を
写
真
談
義
に
花
を
咲
か

せ
た
。

二
十
三
日
は
開
山
祭
に
あ
た
る
木
魂
祭
。

そ
の
関
係
者
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
取
材
班
も

同
宿
し
て
、
小
屋
は
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ

た
。就

寝
し
、
ウ
ト
ウ
ト
し
か
け
た
夜
の
九
時

頃
、
山
岳
会
旗
を
携
え
て
山
口
理
事
と
石
田

会
員
が
小
屋
に
到
着
し
た
。
昼
間
で
も
滑
り

や
す
い
露
岩
と
丸
太
の
登
山
道
を
、
ラ
イ
ト

を
照
ら
し
な
が
ら
登

っ
て
き
て
、
旗
を
届
け

て
く
だ
さ
っ
た
お
二
人
に
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

翌
朝
四
時
に
起
き
、
中
山
峠
の
展
望
台
ヘ

と
向
か
う
。
赤
か
ら
紫
へ
刻
々
と
移
り
ゆ
く

奥
秩
父
の
峰
々
、
黄
色
か
ら
緑
へ
と
変
身
し

て
ゆ
く
天
狗
の
双
耳
峰
、
梅
雨
の
合
間
に
見

せ
た
素
晴
ら
し
い
景
観
を
写
真
に
お
さ
め
て

小
屋
に
戻

っ
た
。

朝
食
後
、
小
屋
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
、

解
散
と
な
っ
た
。
仕
事
の
関
係
な
ど
で
そ
の

ま
ま
下
山
す
る
人
、
天
狗
岳
へ
と
縦
走
す
る

健
脚
組
、
自
駒
方
面
へ
と
向
か
う
人
な
ど
、

山
岳
会
な
ら
で
は
の
撮
影
山
行
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
何
か
と
ご
便
宜
く
だ
さ
っ
た
黒

百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
の
米
川
氏
に
お
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（北
村
義
男
）

募
金
目
標
額
な
ど
を
審
議

マ
カ
ル
ー
峰
九
十
周
年
合
同
募
金
委
員
会

九
月
十
二
日
午
後
六
時
か
ら
日
本
山
岳
会

会
議
室
で
、
藤
平
正
夫
会
長
他
十
五
名
が
出

席
し
て
標
記
の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

募
金
は

「会
員
対
象
」
と

「企
業
対
象
」

（
マ
カ
ル
ー
峰
登
山
）
に
分
け
て
行
い
、
募

金
目
標
額
は
前
者
は
千
五
百
万
円
、
後
者
は

三
千
万
円
。
九
十
周
年
記
念
事
業

（
マ
カ
ル

ー
峰
東
稜
登
山
隊
派
遣
、
記
念
式
典
、
百
年

史
編
纂

ｏ
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業
な
ど
）
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
募
金
に
つ
い
て
は
免
税
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

(6)
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初
の
試
み
は
好
評
Ｈ

自
然
保
護
専
門
委
員
会

山
研
委
員
会
の
ご
協
力
で
、
八
月

一
日
か

ら
二
十

一
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
、
地
球
環
境

基
金
の
助
成
で
行

っ
て
い
る

「山
の
自
然
学

講
座
」
で
勉
強
し
た
新
米
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー

（自
然
の
声
を
人
間
の
言
葉
に
翻
訳
す

る
人
）
た
ち
六
名
が
、
交
替
で
上
高
地
山
研

に
詰
め
て
、
実
際
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

本
人
た
ち
も
随
分
緊
張
し
、
そ
れ
ぞ
れ
勉

強
と
工
夫
を
凝
ら
し
て

一
生
懸
命
に
や
っ
て

く
れ
た
。
こ
の

「自
然
の
声
を
語
り
、
自
然

保
護
の
重
要
性
を
感
じ
と
っ
て
も
ら
う
」
作

業
が
、
ど
の
程
度
う
ま
く
い
っ
た
か
を
知

っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
対
象
者
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

対
象
者
は
、
山
研
宿
泊
客
か
ら
七
十
七
人

外
部
の
人
十
八
人
。

「案
内
を
し
て
い
る
う

ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
お
客
さ
ん
が
増
え
て

い
た
よ
」
と
い
う
愉
快
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
、　
一
般
の
人
に
も
魅
力
の
あ
る
企
画
で

あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
て
く
れ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
枚
数
は
四
十
四
枚
、

そ
の
中
で
評
価
を
お
願
い
し
た
四
つ
の
項
目

の
集
計
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

態
度

解
説
の
仕
方

知
識

熱
意

39 33 35 43 ◎

10

△

×

な
お
、
宿
泊
客
の
な
い
日
に
は
、
四
カ
国

語
の
自
然
保
護
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
約
百
部
ず

つ
、
案
内
人
組
合
、
遭
難
対
策
本
部
や
岳
沢

小
屋
、
涸
沢
ヒ

ュ
ッ
テ
な
ど
三
十
箇
所
に

配
っ
て
歩
い
て
い
る
。

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
山
研
委
員

会
か
ら
も
ま
ず
よ
か
っ
た
と
の
評
価
と
、
来

年
は
も

っ
と
拡
充
し
よ
う
と
の
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
我
々
も
い
っ
そ
う
勉
強
し
て
ご
期

待
に
添
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

来
年
は
さ
ら
に
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を

お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

Ａ
氏

（品
川
区
／
会
員
）
素
晴
ら
し
い
企
画

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
の
ト
ラ
イ

ア
ル
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
活

動
に
厚
み
と
奥
行
き
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
氏

（杉
並
区
／
会
員
）
山
研
で
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
山
研
の
た
め
に
も
、

今
後
と
も
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
氏

（南
埼
玉
郡
）
解
説
が
小
生
を
含
め
た

グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、
周
囲
の
多
く
の
方
々
に

も
お
よ
び
、
喜
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
。

Ｄ
氏

（藤
枝
市
）
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
方
が
い

る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
私
も
何
か

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
が
で
き
た
ら
と
思
う
。

Ｅ
氏

（富
士
宮
市
）
山
研
の
家
族
的
な
雰
囲

気
が
大
変
よ
か
っ
た
。
解
説
員
の
知
識
の
多

い
の
に
感
心
し
ま
し
た
。

Ｆ
氏

（富
士
市
）
分
か
り
や
す
い
説
明
で
あ

り
、
上
高
地
を
観
光
と
い
う
目
か
ら
、
改
め

て
大
切
な
自
然
地
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

も

っ
と
自
然
保
護
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
、
入
山
者

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
徹
底
し
て
は
…
…
。

Ｇ
氏

（豊
川
市
）
て
い
ね
い
、
親
切
、
知
識

豊
富
な
解
説
に
感
動
し
ま
し
た
。
も
う

一
度

説
明
を
受
け
な
が
ら
上
高
地
を
散
策
で
き
た

ら
最
高
に
幸
せ
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

Ｈ
さ
ん

（横
浜
市
／
女
性
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
に
）
真
摯
な
対
応
で
質
問
に
答
え
て
く

れ
る
優
し
さ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
美
し
い

流
れ
の
中
の
バ
イ
カ
モ

（梅
花
藻
）
の
説
明

も
、
花
の
咲
く
様
ま
で
教
え
て
く
れ
た
。
そ

し
て
白
い
石
の
散
り
敷
く
場
所
で
は
二
億
年

前
の
海
の
中
の
堆
積
岩
で
あ
っ
た
黒
い
石
の

こ
と
な
ど
…
…
黒
い
石
を
手
に
と
っ
て
眺
め
、

太
古
の
音
を
考
え
ま
し
た
。
上
高
地
も
海
の

中
だ
っ
た
か
…
…
と
。
花
も
た
く
さ
ん
咲
い

て
い
て
説
明
も
大
変
だ
っ
た
で
し
よ
う
が
、

い
や
な
顔
も
せ
ず
に
ガ
ヤ
ガ
ヤ
賑
や
か
な
グ

ル
ー
プ
と
付
き
合

っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
八
十

歳
に
手
の
届
く
老
人
が
、
歩
け
な
く
な
っ
た

と
き
に
は
山
研
ま
で
走
り
、
お
世
話
様
で
し

た
。
ま
た
お
会
い
し
た
い
で
す
ね
。

ｌ
氏

（長
野
県
）
上
高
地
の
自
然
の
大
切
さ

を
よ
く
分
か
る
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

＞

孫
ら
の

一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
今
　
７

後
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。
祖
父

一
、
母
親
二
、
＜

小
学
生
三
の
六
人
の
旅
で
し
た
。

Ｊ
さ
ん

（太
田
区
）
上
高
地
に
は
何
回
か
行

き
、
大
正
池
梓
川
周
辺
を
散
策
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
回
こ
そ
有
意
義
に
、
興
味
深
く

上
高
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
植
物
、
地

質
、
生
物
等
、
驚
く
ほ
ど
の
知
識
を
お
持
ち

の
畑
中
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
孫
を
連
れ
て
上
高
地
へ
行
く
予
定
で
す
。

な
お
、
初
め
て
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
を
体

験
し
た
六
人
が
、
毎
日
つ
け
て
い
た
日
誌
か

ら
、
今
後
へ
の

「役
立

つ
」
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作

っ
た
。
苦
労
と
経
験
の
中
身
が
参
考
に
な

る
と
思
う
の
で
、
次
号
で
紹
介
し
た
い
。

（大
森
弘

一
郎
）

一
一ヽ

‐警|)、

麟

ξ
r
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カット 中村あや

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、

短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

ど
し
ど
し
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

ア
ル
バ
ー
タ
山
の
ビ
ツ
ケ
ル

マ
ザ
マ
ス
山
岳
会
の
エ
ア
ー
ズ
氏
の
こ
と

藤
平
正
夫

去
る
七
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
マ

ザ
マ
ス
（岩
山
羊
の
意
）山
岳
会
の
百
周
年
式

典
に
招
待
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン

州
に
行

っ
て
き
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
仕
事

で
は
な
く
、
富
山
岳
連
の
行
事
で
あ
る
。
マ

ザ
マ
ス
は
フ
ツ
ド
山
（三
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
）

を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
で
二
番
目
に
古
い

山
岳
会
で
、
富
山
県
山
岳
連
盟
と
友
好
関
係

に
あ
る
。

式
典
の
こ
と
は
日
山
協
の

「登
山
月
報
」

で
報
告
す
る
が
、
こ
こ
で
は
私
が
式
典
の
ス

ピ
ー
チ
の
な
か
で
取
り
上
げ
た
、
ア
ル
バ
ー

タ
山
の
ピ
ッ
ケ
ル
と
マ
ザ
マ
ス
山
岳
会
の
会

員
Ｆ

・
Ｄ

・
エ
ア
ー
ズ
氏
の
こ
と
を
書
く
。

ア
ル
バ
ー
タ
山
は

一
九
二
五
年
に
槙
さ
ん

一
行
に
よ
っ
て
初
登
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二

登
は
エ
ア
ー
ズ
氏
と
Ｊ

・
オ
バ
ー
リ
ン
氏
の

二
人
が
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
頂
上

に
残
さ
れ
た
槙
さ
ん

一
行
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
持

ち
帰
り
、
Ａ
Ａ
Ｃ
の
山
岳
博
物
館
に
納
め
た
。

両
氏
と
文
通
を
し
て
い
た
三
田
幸
夫
会
員
は
、

第
二
登
を
祝

っ
て
鈍
を
贈

っ
た
が
、
そ
の
返

礼
と
し
て
ピ
ッ
ケ
ル
の
模
型
が
日
本
山
岳
会

に
贈
ら
れ
て
き
た
。
銀
の
ピ
ッ
ケ
ル
と
い
う

伝
説
だ
っ
た
が
、
手
紙
に
よ
れ
ば
、
ス
チ
ー

ル
だ
っ
た
。
し
か
し
模
型
は
そ
の
伝
説
に
ち

な
ん
で
銀
メ
ッ
キ
し
た
と
い
う
。
シ
ヤ
フ
ト

に
は
両
氏
の
サ
イ
ン
が
あ
り
、
本
会
の
ル
ー

ム
に
い
ま
も
飾
ら
れ
て
い
る
。

私
は
ス
ピ
ー
チ
で
会
員
エ
ア
ー
ズ
氏
と
日

本
山
岳
会
と
の
つ
な
が
り
を
話
し

「敗
戦
に

打
ち
ひ
し
が
れ
て
、
荒
廃
し
た
国
土
に
た
た

ず
み
、
道
徳
退
廃
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
こ

の
ピ
ッ
ケ
ル
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
私
た
ち
登

山
人
に
と
っ
て
救
い
の
光
明
で
あ
っ
た
。
自

然
と
山
を
愛
す
る
仲
間
は
国
境
を
越
え
て
結

ば
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
、
登
山
界
復
興

の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
を
日
本

の
登
山
界
は
決
し
て
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と

士
口
′
υ
が
」
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

通
訳
が
大
変
上
手
だ

っ
た
お
か
げ
で
、
壇

一

上
か
ら
見
て
も
強
い
反
応
が
あ
り
、
あ
る
老

一

人
は
眼
を
潤
ま
せ
て
い
た
。
日
本
と
違

っ
て

一

開
会
の
挨
拶
と
か
セ
レ
モ
ニ
ー
は

一
切
な
く
、一

司
会
者
は
の
っ
け
か
ら
ジ

ョ
ー
ク
で
入
る
。　
一

私
の
ス
ピ
ー
チ
は

「堅
苦
し
い
こ
と
は
抜
き
、一

ウ
イ

ッ
ト
を
入
れ
て
く
れ
。
五
分
間
」
と
い

一

う
こ
と
だ

っ
た
。
ウ
イ

ッ
ト
は
省
略
す
る
が
、一

最
前
列
の
会
長
夫
人
が
笑
い
転
げ
て
い
た
こ

一

と
は
事
実
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

通
訳
（黒
部
市
の
研
修
留
学
生
、
リ
チ
ャ
ー

一

ド
君
は
三
年
間
で
日
本
語
の
読
み
書
き
を

マ

一

ス
タ
ー
し
、
漢
字
、
カ
タ
カ
ナ
、
平
が
な
自

一

由
自
在
。
も
ち
ろ
ん
富
山
弁
も
）
の
お
か
げ

一

だ
が
、
あ
が
ら
ず
気
楽
に
地
の
ま
ま
で
や

っ
一

た
の
が
よ
か

っ
た
よ
う
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
一

●
Ｆ

ｏ
Ｄ

・
エ
ア
ー
ズ
氏
、　

　

　

　

　

　

一

一
九
〇
六
年
―

一
九
七
〇
年

（六
十
四
歳
）

一

一
九
四
〇
年
　
リ
ー
ド
大
学
教
授

（化
学
）

一

一
九
四
四
年
　
マ
ザ

マ
ス
入
会
　
　
　
　
　
一

一
九
六
三
年
　
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
資
金
を
受
け

一

て
ペ
ル
ー
の
フ
ア
マ
ン
ゴ
大
学
の
客
員
講

一

師

（考
古
学
、
火
山
学
）

一
年
間
。
よ
く

一

ペ
ル
ー
の
山
を
登
り
、
初
登
と
し
て
ペ
ル

一

―
の
サ
ル
カ
ン
テ
イ
、
ワ
ス
カ
ラ
ン
、
力

一

ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ
と
な

っ
て
い
る
が
、　
一

ア
ル
バ
ー
タ
は
も
ち
ろ
ん
誤
り
。
以
上
は

一

マ
ザ

マ
ス
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
で
索
引
し
た

一

も
の
だ
が
、

「山
岳
辞
典
」

（昭
和
三
十

一

八
年
　
山
と
漢
谷
社
）
に
よ
る
と
サ
ル
カ

ン
テ
イ
の
隊
員
に
は
エ
ア
ー
ズ
氏
の
名
前

が
あ
る
が
、
ワ
ス
カ
ラ
ン
の
隊
員
中
に
は

見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
考
古
学
的
に

は
重
要
な
山
ら
し
い
、
と
載

っ
て
い
る
。

●
Ｊ

・
オ
バ
ー
リ
ン
氏

一
九
四
三
年
　
Ａ
Ａ
Ｃ
入
会
　
終
身
会
員

一
九
四
七
年
　
オ
ピ
ー

（三
二
二
五
メ
ー
ト

ル
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
の
未
登

峰
）
に
挑
み
、
初
登
。

一
九
四
八
年
　
エ
ア
ー
ズ
と
ア
ル
バ
ー
タ
の

第
二
登
。

一
九
五
二
年
　
サ
ル
カ
ン
テ
イ
遠
征
隊
参
加

一
九
五
三
～
五
八
年
　
Ａ
Ａ
Ｃ
事
務
局
長

一
九
五
六
～
五
八
年
　
同
会
長
　
　
　
　
　
　
＞

一
九
六
〇
～
六
二
年
　
Ａ
Ａ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ズ
の
　
８

編
集
を
担
当
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

（世
界
百
科
事
典

・
山
と
漢
谷
社
に
よ
る
）
。

タ
ン
ボ
チ

ェ
の
僧
院
と

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
を
訪
ね
て

坂
倉
登
喜
子

ネ
パ
ー
ル
の
タ
ン
ボ
チ
ェ
の
僧
院
が
再
建

さ
れ
た
、
と
聞
い
て
い
た
が
、
寄
付
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
い
つ
か
新
し
い
ゴ
ン
バ
を

訪
ね
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

三
年
前
に
宮
原
さ
ん
か
ら
夏
の
フ
ラ
ワ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
お
誘
い
を
受
け
、
素
晴
ら

し
か
っ
た
の
で
、
今
度
は
皆
さ
ん
に
も
こ
の
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鵬難
機
　
短
歌

麟
難
鰹
曇
轟
懸
鰹
懇
鐵
攀
鐵

風
の
声
聴
く

大
橋
克
也

払
暁
の
山
路
辿
れ
ば
忽
ち
に

つ
ま
先
濡
れ
て
夏
の
滲
み
く
る

つ
ま
先
か
ら
山
の
冷
気
が
泌
み
透
る

来
光
見
ん
と
登
る
草
軽
に

汗
す
る
を
厭
う
息
子
と
登
り
き
て

吹
き
抜
け
て
ゆ
く
風
の
声
聴
く

汗
す
る
を
厭
う
世
代
と
荷
を
分
か
ち

風
吹
き
抜
け
る
頂
に
立

つ

登
山
帽
を
知
ら
ず
ぬ
ぎ
捨
て
尾
根
に
立

つ

日
輪
ゆ
が
み
て
海
に
沈
む
よ

帽
子
を
ば
ぬ
ぎ
捨
て
何
か
に
祈
り
い
る

日
輪
海
に
沈
み
ゆ
く
と
き

感
激
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
。

こ
の
夏
、
二
十
名
乗
り
の
ヘ
リ
や
ホ
テ
ル

な
ど
万
端
受
入
準
備
を
す
る
か
ら
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
七
月
十
六
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
当
地
に
で
か
け
た
。
そ
し
て
雨
季
の

シ
ャ
ン
ボ
チ
ェ
か
ら
タ
ン
ボ
チ
ェ
ま
で
登
り
、

立
派
に
再
建
さ
れ
た
僧
院
を
拝
観
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
二
十
数
年
前
、
ラ
ン
タ
ン
か
ら

ガ
ン
ジ
ャ
ラ
越
え
し
た
帰
途
、
ホ
テ
ル
か
ら

七
時
間
半
で
タ
ン
ボ
チ
ェ
僧
院
を
往
復
し
て

以
来
の
再
訪
だ
っ
た
。

今
回
は
宮
原
さ
ん
の
酸
素
量
診
断
で
弱
い

人
順
に
班
分
け
し
、
Ａ
Ｂ
班
は
馬
に
乗
り
、

Ｃ
Ｄ
班
は
歩
い
て
登

っ
た
。
途
中
ト
ラ
レ
ン

ガ
で
中
継
テ
ン
ト
を
張
り
、
セ
ク
シ
ョ
ン
を

縮
め
て
往
復
し
た
が
、
登
り
着
く
と
前
よ
り

立
派
な
僧
院
が
再
建
さ
れ
て
い
た
。
寺
院
で

は
鍵
を
開
け
て
三
階
ま
で
見
せ
て
も
ら
い
、

立
派
な
極
彩
色
の
仏
像
を
拝
観
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
だ
入
り
口
付
近
は
未
完
成
で
、

工
事
中
で
あ
っ
た
が
。

私
は
か
ね
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
事
務
局
の
宮
沢
さ
ん

か
ら
タ
ン
ボ
チ
ェ
に
も
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
が

咲
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の

で
、
チ
ョ
ル
テ
ン
の
あ
る
尾
根
を
少
し
登
っ

て
み
た
。
道
の
両
側
に
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
を

数
株
み
つ
け
、
写
真
を
撮

っ
た
。
タ
ン
ボ
チ

ェ
に
も
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
が
咲
い
て
い
た
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

エ
ベ
レ
ス
ト
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
は
二
泊
で
、

翌
日
は
周
辺
の
お
花
畑
を
歩
き
、
ク
ム
ジ
ュ

カット 宇都木慎一

あ
れ
は
四
年
前
に
静
岡
県
三
島
で
開
か
れ

た
自
然
保
護
全
国
集
会
の
分
科
会
で
の
こ
と

だ

っ
た
。
テ
ー
マ
は

『海
外
登
山
と
自
然
保

護
』
で
、
ゴ
ミ
や
不
用
品
の
処
理
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
討
論
の
中
で
、
京

都
支
部
の
Ｔ
さ
ん
が

「
そ
の
国
の
文
化
や
伝

統
に
悪
い
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
配
慮
が

必
要
だ
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
、
い
ま
で
も

心
に
残

っ
て
い
る
。

こ
の
二
、
三
年
、
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
の
清

掃
、
ネ
パ
ー
ル
の
山
村
へ
の
植
林
、
発
電
設

備
の
据
え
つ
け
、
学
校
建
設
な
ど
、
善
意
の

人
々
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
い
よ
い

よ
活
発
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
ネ
パ

ー
ル
の
人
々
の
生
活
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
、
文
化
や
伝
統
と
の
関
係
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
を
考
え
る
と
四

年
前
の
Ｔ
さ
ん
の
言
葉
が
、
私
の
中
で
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
地
域
の
伝
統
と
善
意
の
行
動
が
岨
嬬

を
生
ん
だ
例
と
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
Ｎ
先

生
の
お
話
が
印
象
に
残

っ
て
い
る
。
話
は
こ

う
だ
。

「北
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
近
東
の
乾
燥

地
帯
に
生
活
す
る
遊
牧
民
は
、
家
畜
の
頭
数

が
多
い
ほ
ど
豊
か
だ
と
考
え
る
。
西
欧
的
な

考
え
で
、
こ
の
広
さ
な
ら
羊
は
十
頭
が
適
当

だ
。
草
も
水
も
十
分
に
食
べ
ら
れ
て
、
肥
え

て
乳
も
い
っ
ぱ
い
出
る
し
、
チ
ー
ズ
も
た
く

さ
ん
で
き
る
、
と
説
明
し
て
も
駄
目
だ
。
同

じ
場
所
で
痩
せ
て
乳
も
ろ
く
に
出
な
い
羊
を

目
い
っ
ぱ
い
、
例
え
ば
十
五
頭
飼
っ
て
、
私

は
豊
か
だ
と
満
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
善
意

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
痩
せ
た
十
五
頭
の
羊

に
水
を
十
分
に
与
え
、
草
も
も

っ
と
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
井
戸
を
掘
っ
て
あ
げ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
遊
牧
民
は
羊
を
二
十
頭
に

増
や
し
た
。
そ
れ
が
彼
ら
の
文
化
？
伝
統
、

と
い
え
な
い
ま
で
も
、
考
え
方
だ
。
そ
し
て

草
を
食
べ
尽
く
し
て
、
砂
漠
が
広
が
っ
た
」

ネ
パ
ー
ル
の
山
村
に
電
灯
が
つ
い
た
た
め

に
、
人
々
が
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
よ
う

に
な
り
、
薪
の
使
用
量
が
増
え
、
森
林
破
壊

が
加
速
し
て
い
る
、
と
い
う
話
も
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
木
を
植
え
る
人
た
ち
も
い
る
。

カ
ラ
コ
ル
ム
で
は
柳
を
植
え
、
ネ
パ
ー
ル
で

は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
植
え
た
、
と
い
う
話
を
聞

い
た
。
山
の
人
が
欲
し
が
っ
て
い
る
の
は
、

薪
に
な
る
木
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
美
し
い
花

の
咲
く
木
を
、
山
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

扱
う
の
か
、
興
味
は
あ
る
。

難
し
い
問
題
だ
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
環
境
保

全
に
関
す
る
、
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
成
熟
期
に
入
り
、
そ
の
地
域
の
文
化

や
伝
統
と
の
関
係
や
影
響
を
英
知
を
集
め
て

研
究
す
る
時
期
だ
、
と
は
い
え
よ
う
。

伝統・文化と

善意の関係

関塚貞亨

(9)
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ン
の
学
校
や
雪
男
の
頭
の
あ
る
お
寺
で
写
真

を
撮

っ
た
り
し
て
、
予
備
の

一
日
を
ゆ

っ
く

り
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。

ホ
テ
ル
最
後
の
夜
は
ボ
ー
イ
さ
ん
た
ち
が

ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
歌
い
な
が
ら
ネ
パ
ー
ル
ダ
ン

議
麟
潮　
詩
　
癬
騨
麟
癬
灘
癬
灘
癬
灘
癬
翻
癬
雛
柵

熊
岩
（長
次
郎
雪
渓
）

塔
田
也
寿

切
り
立

っ
た
岩
の
ま
な
か
を

冷
た
い
白
が
天
に
つ
づ
く

一
歩

一
歩
鋭
い
爪
が
私
を
さ
さ
え

一
歩

一
歩
私
は
そ
れ
に
近
づ
く

紺
青
の
空
の
中
に
そ
れ
は
在

っ
た

峻
烈
な
岩
壁
を
両
袖
に
持

つ

熊
た
ち
の
壮
大
な
舞
台

小
賢
し
い
人
間
ど
も
が
這
い
登

っ
て
く
る
ま

でそ
こ
に
熊
た
ち
の
ド
ラ
マ
が
あ

っ
た

そ
し
て
神
々
の
拍
手
は

は
る
か
に
街
し
て
雪
渓
を
下

っ
て
ゆ
く

い
か
な
る
神
か
私
は
知
ら
な
い

た
だ
少
な
く
と
も
　
そ
れ
は

熊
た
ち
の
　
玲
羊
た
ち
の
　
雷
鳥
た
ち
の

可
憐
な
花
た
ち
の
神
々
で
あ

っ
た

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
人
間
ど
も
は

彼
ら
の
末
席
に
　
小
さ
く
小
さ
く
座

っ
て
い

る
筈
で
あ

っ
た

ス
を
踊
っ
て
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
私
た
ち
は

コ
ー
ラ
ス
で
返
礼
し

「今
日
の
日
は
さ
よ
う

な
ら
」
を
手
を
組
み
合

っ
て
歌
い
、
ま
た
い

つ
の
日
に
か
会
い
ま
し
ょ
う
と
別
れ
を
惜
し

ん
だ
。

今
回
も
三
年
前
に
お
世
話
に
な

っ
た
ニ
マ

さ
ん
の
、
手
を
取
り
足
を
注
意
し
な
が
ら
の

助
力
、
宮
原
さ
ん
や
田
近
支
配
人
の
心
厚
い

も
て
な
し
で
、
夢
の
よ
う
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

が
で
き
、
参
加
者
か
ら
賛
辞
を
い
た
だ
い
た
。

雨
季
と
は
い
え
、
夕
方
か
ら
夕
立
の
よ
う

な
雨
が
降
る
だ
け
で
、
翌
朝
は
快
晴
で
山
は

輝
き
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
の
花
が
露
に
濡
れ
て
生
き
生
き
と
咲
き
競

い
、
ま
さ
に
百
花
練
乱
の
世
界
で
あ
っ
た
。

夕
立
、
晴
れ
、
霧
と
い
っ
た
気
象
パ
タ
ー
ン

の
夏
の
ネ
パ
ー
ル
は
、
私
た
ち
だ
け
の
世
界

で
は
も

っ
た
い
な
い
く
ら
い
だ
。
夏
の
ネ
パ

ー
ル
は
雨
ば
か
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め

か
、
人
影
も
な
い
緑
と
花
の
静
寂
郷
だ

っ
た
。

小
さ
な
村
の
畑
で
紫
色
の
ア
ズ

マ
ギ
ク
を

ブ
ー
ケ
に
し
て
く
れ
た
少
年
が
、
帰
る
日
に

飛
行
場
ま
で
見
送
り
に
き
て
く
れ
た
が
、
彼

の
黒
光
り
し
た
笑
顔
と
き
れ
い
な
眼
が
可
愛

く
て
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

今
年
の
ネ
パ
ー
ル
花
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
は

花
々
の
群
落
に
出
会
い
、
朝
日
に
輝
く
山
々

を
仰
ぎ
、
ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち
の
人
情
に
触

れ
、
現
地
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
得
て
、
す

べ
て
に
恵
ま
れ
た
雲
上
の
夢
の
よ
う
な
旅
で

あ

っ
た
。

来
年

も

，
い
こ
Ｔ
Ｌ

で
会

い
ま

し

よ

ウ
エ
ス
ト
ン
が
磯
野
計
蔵
に
贈
っ
た

『日
本
ア
ル
プ
ス
ー
登
山
と
探
検
』

田
畑
真

一

昭
和
四
十
三
年
二
月
十
日
、
故
磯
野
計
蔵

（
一
九
〇
七
～

一
九
六
六
）
の
蔵
書
が
日
本

山
岳
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。
磯
野
計
蔵
文
庫
と

し
て
、
日
本
山
岳
会
図
書
室
内
の
独
立
し
た

書
棚
に
収
め
ら
れ
る
内
外
の
多
数
の
書
籍
は
、

常
時
施
錠
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
い
わ

ば
門
外
不
出
の
感
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
平
成
六
年
二
月
、
資
料
調
査
に

来
室
さ
れ
た
小
林
郁
子
氏

（小
倉

一
夫
編
集

事
務
所
）
が
偶
然
に
も
ウ
エ
ス
ト
ン
の

『
日

本
ア
ル
プ
ス
ー
登
山
と
探
検
』
を
調
べ
て
い

る
う
ち
に
、
表
紙
の
見
返
し
に
ウ
エ
ス
ト
ン

直
筆
の
メ
モ
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
こ
の

知
ら
せ
を
受
け
た
私
は
早
速
図
書
室
に
出
向

き
、
や
は
り
、
直
筆
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。ア

ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
用
紙
に
書
か
れ
た

メ
モ
に
は
、
青
イ
ン
ク
で
次
の
よ
う
に
し
た

た
め
ら
れ
て
い
る
。

＊

ヘヘｕ
『
日く
①
『
●
”
（Ｏ
Ｏ
Ｃ
ヽ
一
］Ｆ
Ｏ
●
Ｑ
Ｏ
●

どく
・
∞
・

『
①
σ
『
Ｃ
”
『
Ч

卜
の
一
■
ｏ
∞
ｕ

一
〇
］【
①
”Ｎ
Ｏ
日∽
〇
●
〇
〇
●
Ｆ
疇∽
Ｂ
ｐ
”
『
『
い”
的
①

』
『
Ｏ
Ｈｐ
Ｆ
いの
「
『
巨①
●
ヽ
一
Ｆ
Ｏ
”
Ｃ
一
Ｆ
Ｏ
『

ζ
「
”
Ｆ一一
①
『
メく
①
∽
一〇
●
．）

＊

「
一
九
二
五
年
二
月

一
日
、
磯
野
計
蔵
の
結

婚
に
ち
な
み
、
友
人
の
著
者
、
ウ
オ
ル
タ
ー

ｏ
ウ
エ
ス
ト
ン
か
ら
」
と
い
う
程
度
の
意
味

で
あ
り
、
ウ
エ
ス
ト
ン
の
住
所
が
ロ
ン
ド
ン

の
ア
イ
ベ
ル
ナ
コ
ー
ト
の
五
七
と
あ
る
。
前

記
し
た
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
も
サ
ビ
ル
ロ
ー

の
二
三
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

な
お
、
磯
野
計
蔵
は
明
治
屋
の
第
四
代
社
　
ｌｏ

長
だ

っ
た
。
昭
和
四
年
に
は
関
東
学
生
山
岳

＜

連
盟
の
設
立
に
参
画
し
た
。
昭
和
八
年
か
ら

九
年
に
か
け
て
は
渡
欧
し
、
ア
イ
ガ
ー
な
ど

に
登
頂
し
た
。
こ
の
間
、
す
で
に
帰
英
中
だ

っ
た
ウ
エ
ス
ト
ン
と
の
交
流
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

蛇
足
な
が
ら
、
以
上
の
事
跡
に
つ
い
て
は

島
田
巽
氏
を
は
じ
め
、
川
村
宏
、
三
井
嘉
雄
、

安
江
安
宣
の
諸
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
年
譜

（
「Ｗ

ｏ
ウ
エ
ス
ト
ン
年
譜
そ
の
４
」

『山

岳
』
第
八
五
年
）
に
も
記
事
が
な
く
、
急
遠

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

［別
記
］

先
人
の
お
名
前
に
つ
い
て
は
、
敬
称
略
に

よ
り
、
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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1993年制定 U:AA医療委員会

公認基準について(5)

第 2編・登攀時における血液媒介
伝染病の人から人への伝播

第 2章 エイズウイルス(HIV)お
よび B型、 C型肝炎ウイルス(H

sv,HCV)陽 性クライマーの問題
HIV陽性者は、岩壁登攀のよう

に無理なスポーツはしないほうが
よい。それは、出血する機会や皮
膚と皮膚が接触する危険の度が高
い上に、身体を激しく動かすこと

自体、免疫力を低下させるといわ
れているからである。

しかし、いろんな理由でHIV陽
性クライマーを差別するようなこ
とがあってはならないと我々は考
えている。前章に書いたように、
その注意を守ってさえいれば感染
は起こり得ず、差別する必要は全
くない。
そもそも、クライマーたるもの、

登攀は危険なスポーツであり、怪
我はつきもの、感染して死ぬこと
もある、くらいの覚悟はなければ
ならない。それを踏まえた上で、
予防措置をとるもとらぬもすべて

個人の責任である。我々の意見と
しては、登攀中にウイルス感染予
防対策を特別に配慮せねばならな
いような人は存在しない。ただし、
救助隊員はウイルス病の危険性と
血液を介する伝染病に関する一般
的な知識、ならびに、その適正な

対処法について熟知しておくべき
である。
知っておくべき一般的知識の中

でも最も大切なことは、手洗い、
防御用衣・手袋、消毒・滅菌、清
拭、予防接種、そして適切な補助
知識である。

優れて大切なことは、カニュー

ラの扱いとか、先のとがった道具
(注射針、メスなど)の扱いには

経験と習熟が必要である、という
ことと、その尖った先をそのまま
捨てるのは危険で、必ず使い捨て

用の輸に納めて捨てなければなら
ないが、その際に慌てて指を刺し
たりしないよう、細心の注意を払
うこと、ということである。
口移し人工呼吸には、国と口が

直接接触しないように工夫した人
工呼吸マスクがあり、挿管とか吸
引の操作には、日を遮蔽する板と
か目を護る眼鏡などがある。場合
に応じて適当な道具を装着するこ
と。

山
と
自
然
の
断
章
Ю

岡
村
治
信

■
自
然
と
の
取
り
組
み

昭
和
三
十
二
年
の
新
緑
の
こ
ろ
、
日
本
三

大
秘
境
の

一
つ
と
い
わ
れ
た
南
九
州
の
五
箇

荘
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
熊
本
県
の
人
吉

か
ら
入

っ
て
宮
園
か
ら
山
径
を
辿
り
、
九
州

の
背
梁
山
脈
を
越
え
て
宮
崎
県
の
椎
葉
に
出

た
。
二
晩
野
宿
し
て
の
山
旅
だ
っ
た
。

五
箇
荘
は
平
家
の
落
人
が
隠
れ
住
ん
だ
所

と
い
わ
れ
、
五
つ
の
集
落
が
あ
っ
た
が
、
い

ま
は
大
半
が
廃
村
と
な
り
、
わ
ず
か
に
拓
か

れ
た
平
地
も
雑
草
の
茂
る
に
ま
か
さ
れ
、
苔

む
し
た
低
い
石
垣
が
残

っ
て
い
る
だ
け
だ
っ

た
。
ま
だ
電
灯
も
電
話
も
な
く
、
わ
ず
か
に

残

っ
た
住
人
は
山
の
急
斜
面
に
す
が
り
つ
く

よ
う
に
住
み
、
粟
や
稗
を
常
食
と
し
て
い
た
。

最
後
の
集
落
で
見
か
け
た
た
っ
た

一
人
の
老

婆
は
、
軒
下
に
う
ず
く
ま
っ
て
何
か
手
仕
事

を
し
て
い
た
が
、
ふ
と
見
上
げ
た
眼
は
膿
と

鷹
で
ほ
と
ん
ど
塞
が
れ
、
や
せ
細

っ
た
脚
は

静
脈
瘤
の
塊
の
よ
う
だ

っ
た
。

こ
ん
な
人
煙
絶
え
た
深
山
に
、
文
化
か
ら

取
り
残
さ
れ
、
医
療
や
福
祉
か
ら
も
見
放
さ

れ
て
毎
日
を
送
る
人
た
ち
の
生
活
の

わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ

彼
ら
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
絶
え
ず
虐
げ

鞭
打
ち
な
が
ら
も
、
生
命
を
支
え
て
く
れ
る

自
然
と
い
う
も
の
を
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
万
事

都
合
の
よ
い
都
会
生
活
に
慣
れ
、
時
に
休
息

の
た
め
山
に
入
る
わ
れ
わ
れ
の
自
然
と
の
取

り
組
み
な
ど
、
何
と
贅
沢
な
遊
び
に
す
ぎ
な

い
で
は
な
い
か
。

■
岩
場
に
憩
う

若
か
り
し
こ
ろ
、
八
ヶ
岳
の
赤
岳
か
ら
権

現
岳
に
か
け
て
の
縦
走
路
で
突
然
、
岩
場
の

魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
。
径
を
外
れ
て
適
当

な
岩
棚
に
上
が
り
、
堅
固
な
岩
肌
に
体
を
預

け
れ
ば
、
ふ
し
ぎ
な
ほ
ど
に
心
の
安
息
を
得

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
岩
場
で
日
向
ぼ
っ
こ

を
す
る
人
を
山
屋
は
ト
カ
ゲ
と
い
う
。
岩
に

し
が
み

つ
い
て
い
る
人
は
岩
ジ
ラ
ミ
で

歩
き
つ
か
れ
た
体
を
岩
場
で

一
息
入
れ
る
だ

け
で
大
き
な
休
息
に
な
る
こ
と
を
、
た
い
て

い
の
山
屋
は
知

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

あ
の
時
以
来
私
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
い

な
が
ら
ト
カ
ゲ
を
決
め
込
み
、
岩
ジ
ラ
ミ
に

な
る
の
が
好
き
に
な
っ
た
。
岩
壁
や
露
岩
は

地
球
の
骨
だ
か
ら
、
地
球
の
皮
膚
に
す
ぎ
な

い
普
通
の
山
の
斜
面
と
は
ち
が
っ
た
独
特
の

感
触
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
登
山
者
と
い

う
幼
児
に
と
っ
て
は
父
親
の
背
中
で
あ
り
、

母
親
の
懐
な
の
だ
。
私
は
そ
の
感
触
が
欲
し

い
と
き
、
わ
ざ
わ
ざ
ボ
サ
を
わ
け
て
も
岩
場

に
立
ち
寄
り
、
贅
沢
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
。

ト
カ
ゲ
を
決
め
込
む
こ
と
は
ズ
ル
を
決
め
込

む
こ
と
で
も
あ
る
が
、
な
に
が
し
か
の
命
を

賭
け
る
こ
と
で
も
あ
る
。

■
星
と
道
徳

山
小
屋
に
泊
ま
っ
て
も
野
宿
で
も
、
山
で

夜
を
迎
え
た
時
は
、
晴
れ
て
さ
え
い
れ
ば
必

ず
満
天
の
星
空
を
眺
め
る
の
が
こ
の
上
な
い

楽
し
み
で
あ
る
。
そ
の
感
激
は
、
都
会
や
平

地
の
夜
空
に
星
を
数
え
る
時
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
。
精
神
的
に
醇
化
さ
れ
深
化
さ
れ
て
　
＞

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
つ
も
あ
の
　
１１

碩
学
カ
ン
ト
の
有
名
な
言
葉
を
思
い
起
こ
す
。
＜

考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
驚
異
と

畏
敬
の
念
を
も

っ
て
こ
の
心
を
充
た
す
も

の
が
二
つ
あ
る
。
わ
が
頭
上
に
輝
く
星
空
、

そ
し
て
わ
が
胸
の
内
な
る
道
徳
律
。

神
秘
の
星
空
と
道
徳
律
。
こ
の
二
つ
は
遠

く
両
極
に
隔
て
ら
れ
た
命
題
と
思
わ
れ
が
ち

で
あ
る
。
そ
の
考
え
方
の
当
否
は
別
と
し
て
、

こ
の
二
つ
は
常
に
並
列
し
て
比
較
し
、
あ
る

い
は
同
化
さ
せ
て
瞑
想
、
思
考
の
対
象
と
な

る
。
ま
た
そ
う
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
カ

ン
ト
も
、
右
の
言
葉
に
続
け
て

余
は
両
者
を
直
接
に
わ
が
生
涯
の
意
識
と

結
合
さ
せ
る
。

と
言
っ
て
い
る
。

:轍i難:
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図書紹介
上
野
英
世

ｏ
著

『森
を
楽
し
む
』

森
や
樹
の
こ
と
、
キ
ノ
コ
、
草
の
こ
と
を

知
り
た
い
―
登
山
の
楽
し
み
を
増
や
す
た
め

に
、
と
い
う
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
願
い
に
か
な

う
本
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
の
章
に
、
森
林
の
生
態
分

布
、
遷
移
と
極
相
な
ど
、
森
を
勉
強
す
る
た

め
に
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
基
礎
知
識
が
、
大
変

分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。
本
論
は
、

「樹
木
」

「山
菜
」

「山
草
」

「キ
ノ
コ
」

「再
び
樹
木
」
の
五
章
に
分
か
れ
、
登
山
の

道
す
が
ら
、
よ
く
目
に
つ
く
植
物
数
十
種
類

に
つ
い
て
興
味
深
く
解
説
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
森
の
勉
強
を
し
た
い
と
い
う
人

に
は
よ
い
入
門
書
で
あ
る
。
著
者
は
日
本
山

丘
山〈
〓〈
〓
口貝
。

一
九
九
四
年
　
淡
交
社
刊
　
三
二
三
ペ
ー

ジ
　
ニ
、
〇
〇
〇
円

（伊
藤
　
敵
）

カット 中村あや

ｍ
計
ｏ
＜
ｏ
【∪
ｏ
ｏ
コ
・
著

工
ｏ
コ
Ｑ
ｏ

Ｏ
一
ｏ

Ｏ
〓
ヨ
σ
ｏ
「

０

〓
「
ｍ

Ｏ
一
〇
０
〓
コ

＜
一「
バ
匡
０

著
者
は
英
国
リ
バ
プ
ー
ル
生
れ
。
長
じ
て

週
末
に
は
ウ

ェ
ー
ル
ズ
の
山
々
に
日
参
し
、

岩
稜
な
ど
に
た
く
さ
ん
の
新
ル
ー
ト
を
開
拓

し
た
。　
一
九
二
三
年
、
第
四
次

エ
ベ
レ
ス
ト

隊
の
候
補
と
な
る
が
、
同
年
ガ
ン
ゴ
ト
リ
ー

山
塊
で
画
期
的
な
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
に
成
功
し
て
い
る
。

氷
雪
の
ス
ノ
ー
ド
ン
の
夜
間
登
山
を
楽
し

み
、
ご
来
光
の
素
晴
ら
し
さ
に
ひ
か
れ
た
が
、

第
二
次
大
戦
と
共
に
英
空
軍
に
入
隊
。
皮
肉

な
こ
と
に
こ
の
夜
間
登
山
の
ル
ー
ト
フ
ァ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
経
験
を
い
か
し
た
の
か
、
真

冬
に
爆
撃
機
の
夜
間
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て

参
戦
中
に
二
十
二
歳
で
不
帰
の
人
と
な

っ
た
。

ヘヘＦ
ｏ
ｔ
∽
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｆ
日
げ
す
的
ギ
二
十
年
後
の
今

も
山
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る

彼
の
著
書
を
読
み
た
い
も
の
だ
。

一
九
九
二
年
　
弓
〓
①
国
要
国
∽
弓
”
田
∽
∽
刊

二
七
八
ペ
ー
ジ
　
ｈ
ドｕ
ｏ
ｕ

（南
井
英
弘
）

益
田
幸
郎
／
益
田
晴
子

・
著

『カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ツ
キ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
案
内
』

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
と
コ
ロ
ン
ビ
ア

山
脈
の
山
を
五

つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、

四
十
の
主
要

ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
そ
の
他

十
四
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い

る
。
五

つ
の
地
域
の
概
略
、
コ
ー
ス
の
起
点

と
な
る
町
の
案
内
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に

は
歩
行
距
離
、
歩
行
時
間
、
登
山
口
標
高
と

最
高
点
の
標
高
、
コ
ー
ス
難
易
度
、
地
図
名

が
ま
ず
記
さ
れ
、　
一
日
で
そ
の
大
要
が

つ
か

め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
写
真
の
数
も
多

く
、
コ
ー
ス
の
雰
囲
気
が
わ
か
り
や
す
い
。

巻
末
に
は
山
小
屋
案
内
、
そ
の
他
の
資
料
、

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
細
か
く
親
切
に
載

っ
て

い
る
の
で
、
実
地
計
画
を
立
て
る
の
に
も
大

変
便
利
で
利
用
価
値
が
高
い
と
思
う
。

著
者
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
、
カ
ナ
ダ
山
岳
会
会

員
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
在
住
二
十
余
年
、
現
地

に
は
大
変
詳
し
い
。

一
九
九
四
年
六
月
　
山
と
漢
谷
社
刊
　
Ｂ

５
判
　
三
二
三
ペ
ー
ジ
　
一二
、
九
〇
〇
円

（渡
辺
玉
枝
）

山
形
大
学

・
コ
ー
ボ
ル
ト
会

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
術
登
山
隊

ｏ
編

『
コ
ー
ボ
ル
ト

ー
コ
ク
セ
ル
峰
初
登
頂
特
集
―
』

一
九
九
二
年
八
月
、
山
形
大
学

・
コ
ー
ボ

ル
ト
会

（旧
制
山
形
高
校

ｏ
山
形
大
学
山
岳

部
Ｏ
Ｂ
会
）
の
学
術
登
山
隊

（総
隊
長
川
上

隆

ｏ
本
会
会
員
）
は
、
中
国

・
新
彊
ウ
イ
グ

ル
自
治
区

・
コ
ン
グ
ー
ル
山
群
の
未
踏
の
コ

ク
セ
ル
峰

（六
七
〇
五
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂

し
た
が
、
本
書
は
そ
の
登
山
記
録
で
あ
る
。

内
容
は
亀
井
英
二
登
山
隊
長
の

「単
眼
遠

征
記
」
、
各
隊
員
に
よ
る

「登
頂
記
」

「担

壮大なる
u世

界の屋根
″
を空から見る!!

写真 =大森弘一郎
エヴェレスト、ローツェ、マカルーなどの
8000メ ートル峰をはじめ、ネパール0ヒ マラ
ヤの著名峰を、自作のワイドカメラで空から
撮影。日・英・米・独・仏0印・台・韓との共同出版

●発売 中.′●定価 4200円 (税込 )

空撮ヒマラヤ

■山と漢谷社■ 〒105東京都港区芝大門1-1-33/な 03(3436)4055

当
報
告
」
な
ど
の
登
山
隊
報
告
と
、
岡
田
尚

武
学
術
隊
長

（山
形
大
学
理
学
部
教
授
）
ら

の
学
術
隊
報
告
に
分
か
れ
る
。
後
者
に
は
本

会
会
員
の
笹
野
雅
史

（カ
ラ
ク
ル
湖
畔
キ
ル

ギ
ス
遊
牧
民
の
集
落
と
学
校
）、伊
藤
倣

（天

地
と
チ
ャ
ク
ラ
ギ
ー
ル
北
麓
の
森
林
）
の
二

氏
も
執
筆
し
て
い
る
。

カ
シ
ュ
ガ
ル
を
は
じ
め
、
こ
の
方
面
に
行

か
れ
る
方
々
に
は
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て

ぐ
れ
よ
う
。
全
ペ
ー
ジ
に
豊
富
な
カ
ラ
ー
写

真
が
使
わ
れ
、
眺
め
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

一
九
九
四
年
四
月
刊
　
Ａ
３
判
　
九
六
ペ

ー

ジ
照
会
先
　
コ
ー
ボ
ル
ト
会
事
務
局
／
山
形

(12)
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市
小
白
川
町

一
―
五
―
五
〇
　
古
川
国
雄

方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
倉
董
子
）

∽
「
＞
０
く

＞
Ｆ
Ｆ
雨

Ｏ
Ｚ

上
著

口
く
Ｏ
Ｚ
口
司
〓
田

Ｆ
一三
「
∽
＞
≦
．０
〓
＞
Ｚ
．∽

「
コ
一⊂
〓
「
〓
Ｏ
Ｚ
田
く
田
コ
田
∽
司

ヨ
セ
ミ
テ
、
ロ
ブ
ソ
ン
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
、

ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
、
コ
ミ
ニ
ズ
ム
峰
と
登
山
実

績
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
自
分
を
振
り
返
っ

た
と
こ
ろ
特
筆
す
べ
き
人
生
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
以
後
は
ア
メ
リ
カ
女
性
初
の
世
界
最
高

峰
登
頂
者
に
な
る
こ
と
に
執
念
を
燃
や
し
、

つ
い
に
念
願
を
果
た
し
た
登
山
者
に
よ
る
自

叙
伝
的
な
登
山
記
で
あ
る
。

前
記
の
山
行
、
ま
と
ま
り
の
な
い
エ
ベ
レ

ス
ト
隊
の
失
敗
山
行
に
続
い
て
翌

一
九
八
八

年
登
頂
成
功
の
物
語
に
移
る
。

登
頂
メ
ン
バ
ー
発
表
後
の
隊
員
た
ち
の
心

理
状
況
と
反
応
、
自
分
が
メ
ン
バ
ー
に
指
名

さ
れ
た
喜
び
と
他
隊
員
へ
の
気
遣
い
な
ど
克

明
に
表
現
し
て
い
る
。

四
人
で
ア
タ
ッ
ク
に
出
て
し
ば
ら
く
し
て

全
員
に
残
さ
れ
た
新
品
酸
素
ボ
ン
ベ
が

一
本

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
登
頂
継

続
か
断
念
の
判
断
を
強
い
ら
れ
る
が
、
同
行

・

米
人
二
人
と
と
も
に
く
じ
引
き
で
勝
者
が
単

一

独
で
ア
タ
ッ
ク
継
続
に
決
定
。
く
じ
運
に
も

一

恵
ま
れ
登
頂
に
成
功
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
一

フ
ィ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
の
使
用
料
を
徴
収

一

し
た
米
隊
の

一
員
と
し
て
参
加
し
た
彼
女
は
、一

こ
の
提
案
、
他
隊
の
反
応
も
詳
述
し
て
い
る
。一

【
弓
日
Ｆ
国
　
∪
”
〇
ヨ
Ｚ
　
＞
Ｚ
∪
　
〇
〇
〓
一「
＞
Ｚ
く

〓

〓

ｏ
ｚ
刊
　
一
一
丁
九
五
ド
ル
　
一
一八

二
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
（南
井
英
弘
）

七
時
雨
の
自
然
と
語
ら
う
会

・
編

『七
時
雨
（な
な
し
ぐ
れ
）
の
風
』

「
ふ
と
し
た
き

っ
か
け
で
、
そ
こ
を
訪
ね

た
の
で
す
。
十
六
年
前
の
夏
の
日
…
…
。
初

め
て
の
出
会
い
か
ら
こ
れ
ま
で
、
そ
の
場
所

と
こ
ん
な
に
深
い
か
か
わ
り
を
持

つ
よ
う
に

な
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

岩
手
県
も
青
森

ｏ
秋
田
両
県
境
に
近
い
七

時
雨
山
。
北
上
川
の
支
流
染
田
川
の
源
流

ｏ

田
代
平
を
抱
い
た
こ
の
山
は
、
宮
沢
賢
治
の

作
品
に
表
現
さ
れ
る
イ
ー
ハ
ー
ト
ー
ブ
の
地

誌
の
な
か
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
山
が
好
き

で
好
き
で
た
ま
ら
な
い
人
た
ち
が
た
だ

一
軒

の
山
小
屋

ｏ
七
時
雨
山
荘
を
知
り
、
こ
こ
を

基
地
と
し
て
こ
の
山
を
訪
れ
る
う
ち
に
、
山

と
山
麓

一
帯
が
大
手
資
本
に
よ
る
ス
キ
ー
場

開
発
の
標
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

は
じ
め
て
こ
の
山
を
訪
れ
た
人
は

「
…
…

と
、
と
つ
ぜ
ん
、
目
の
前
が
ぱ
ら
ん
と
明
る

く
開
け
た
の
で
す
。
絵
本
の
次
の
ペ
ー
ジ
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
と
き
の
よ
う
で
し
た
。
ゆ

く
て
に
、
ま
ぶ
し
す
ぎ
る
緑
の
パ
ノ
ラ
マ
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
略
…
青
紫
色
の
な
だ
ら

か
な
緑
を
描
い
て
列
な
る
山
々
に
抱
か
れ
る

よ
う
に
、
草
原
が
ゆ
る
く
ゆ
る
く
起
伏
し
、

輝
き
渡

っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
略

…

『
田
代
平
高
原
て
い
う
ん
で
す
よ
。
あ
れ

が
七
時
雨
山
…
…
』
案

内
の
人
の
せ
っ
か
く
の

説
明
も
わ
た
し
の
耳
に

は
上
滑
り
の
ま
ま
。
う

わ
っ
と
走
り
だ
し
た
い

衝
動
に
駆
ら
れ
た
…

…
」。
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
山
肌
に
開
発
の

手
を
絶
対
に
入
れ
て
は

い
け
な
い
。
こ
ん
な
想

い
が
こ
の
会
を
作
り
、

そ
し
て
胸
中
を
会
報
が

語
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ

た
会
報
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
記
事
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
七
時
雨

の
み
な
ら
ず
イ
ー
ハ
ー

ト
ー
ブ
の
こ
と
、
津
軽

街
道
の
こ
と
と
、
七
時

雨
絶
賛
の
書
で
あ
る
。

辛
め
の
文
章
が

一
つ
も

な
い
の
が
気
に
な
る
の

が
、
環
境
保
護
の
大
切

さ
と
困
難
さ
を
痛
感
じ

た
。
ペ
ン
に
よ
る
ソ
フ

出版元さ大 き

口
月
一　
′゙

８
「

、Ｌ

偉

ぺ
．名書

卜
な
闘
い
ぶ
り
は
見
事
。

一
九
九
四
年
　
白
山

書
房

刊

　

一
五
八

ペ
ー
ジ
　

一
、
五
〇

　

者

〇
円
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口
俊
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American Alpine Club 1994

The Himalayan Club 1994

出版社寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

著者寄贈

発行者寄贈

武田満子氏寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

購入

著者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

Mr.Kapadia寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

日+軸 Mち 、′ヵ_炉 地図利用マニュアル :学習者の発達段階に応じた
口令ルЩ囚~ヒ ノン~・ 棚 地図指導の手引

東北大学山の会・編 チベット高原の盟主ニェンチェンタンラ

沢野ひとし    休息の山

建設省国土地理院・監修地図記号のうつりかわり:地形図図式・記号の変遷

自田明      スキー開拓者・高橋良(史誌「信濃」No.526,531別 刷)

小野訓、秋月岩魚・写真 フライキャスティング・マニュアル

本郷次雄・監修   きのこ (山漢フィール ドブックスNo。 10)

+水副_白R    写真集 :空撮ヒマラヤ
ノヽ杯‐ 510    (壮

大なる世界の屋根を空から見る)

渓流フィッシング編集部 日帰リー泊で楽しめる東京周辺渓流釣り場ガイ ド

Aamir Ali O編    Environrrlental Protection of the Hin■ alaya

American Alpine Club The American Alpine Journal No.68(Vol。 36,1994)

The Himalayan Club The IIIilnalayan Journal Vol.50(1992-1993)
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〇
〇
円
。
参
加
料
無
料
）

●
連
絡
と
照
会
先

宮
崎
支
部
事
務
局

〒
八
八
〇
　
宮
崎
市
大
橋
三
―
二
六
五

（大
谷
優
方
）

容
〇
九
八
五
―
二
五
―
二
五
九
四

高
千
穂
町
役
場

（総
務
課
）

〒
八
八
二
―

一
一　
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高

千
穂
町
三
田
井

ａ
Ｏ
九
八
二
―
七
二
―
三

一
八

一

◆
講
演
会
「
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
（
エ
ベ
レ
ス
ト
）

南
西
壁
冬
期
初
登
攀
」

高
所
登
山
研
究
委
員
会

日
時
　
十

一
月
十

一
日
０
十
九
時
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

演
題
　
南
西
壁
登
攀
の
タ
ク
テ
ィ
ク
ス

講
師
　
尾
形
好
雄

（群
馬
岳
連

・
一
九
九
二

年
冬
登
攀
隊
長
）

◆
第
二
十

一
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会

学
生
部

恒
例
の
学
生
部
主
催

・
皇
居

一
周
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
十

一
月
二
十
日
同
　
小
雨
決
行

・
九
時
　
集
合

・
受
付

（皇
居
桜
田
門

地
下
鉄
有
楽
町
線

・
桜
田
門
下
車
）

・
十
時
　
男
女
団
体
戦

（四
人

一
チ
ー

ム
、　
一
人
皇
居

一
周
約
五
キ
ロ
）

・
十
三
時
　
男
女
個
人
戦

（男
子

ｏ
三

周
、
女
子

ｏ
二
周
）

ｏ
十
四
時
三
十
分
　
表
彰
式
、
の
ち
閉

会
式

（解
散
後
打
ち
上
げ
）

連
絡
先
　
学
生
部
委
員
長

・
後
藤
琢
史

８
０
三
―
三
二
九

一
―

一
五
四
〇

◆
平
成
六
年
度
年
次
晩
餐
会

総
務
委
員
会

年
次
晩
餐
会
を
次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

昨
年
好
評
だ

っ
た
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
展

に
続
き
、
今
年
は
ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
展
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
二
日
日
　
午
後
四
時
開
場

六
時
開
宴

会
場
　
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

会
費
　
一
五
、
〇
〇
〇
円

●
例
年
ど
お
り
十
二
月
四
日
に
は
親
睦
山
行

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
細
は
十

一

月
に
会
員
各
位
に
通
知
し
ま
す
。

◆
第
二
十
三
回
山
岳
史
懇
談
会

図
童
日委
員
〈
〓

日
時
　
十
二
月
八
日
困
　
十
八
時
二
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

演
題
　
旧
制
浪
速
高
校
山
岳
部
の
山

講
師
　
今
西
壽
雄
氏

・
徳
永
篤
司
氏

◆
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
個
展
案
内

藤
江
幾
太
郎

（会
員
番
号
七
五
九
二
）
油

絵
展
を
カ
ト
マ
ン
ズ
で
開
催
し
ま
す
。
作
品

は

一
九
六
八
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
六
十
点
で

す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十

一
月
十

一
日
～
二
十
四
日

場
所
　
カ
ト
マ
ン
ズ

・
ω
”
げ
”
『
〓
”
Ｆ
鶴

の

ネ
パ
ー
ル
芸
術
会
議
会
館

●
藤
江
幾
太
郎
は
ニ
ュ
ー
バ
ネ
ス
ワ
ー
ル
の

ホ
テ
ル

・
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ

ュ
ー

（Ｐ

ｏ
Ｏ

ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｘ

一
一
四
七
　
●
三
二
九

一
七
二
―
二

一
一
五
二
四
）
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。

◆
二
人
展
―
鈴
木
正
俊

（木
版
）

・
榎
本
進

（油
彩
）

・
三
宅
次
郎

（油
彩
）
―
開
催

山
を
テ
ー
マ
と
し
た
二
人
展
も
十
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

日
時
　
十

一
月
七
日
側
～
十
二
日
０

十

一
～
十
八
時

（最
終
日
十
六
時
）

場
所
　
室
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
中
央
区
日
本
橋

室
町

一
―

一
三
―

一
〇

（松
崎
ビ
ル

一
階
）

ａ
Ｏ
三
―
三
二
四

一
―
八
九
八
八

◆
第
十
回
宮
崎
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

・
「
九
州
四
支
部
合
同
晩
秋
山
行
の
集
い

ｏ
宮
崎
支
部
創
立
十
周
年
の
集
い
ご
案
内

宮
崎
支
部

日
時
　
十

一
月
二
日
　
九
時
～
九
時
四
十
分

場
所
　
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
五
カ
所

三
秀
台
ウ
エ
ス
ト
ン
記
念
広
場

行
事

・
式
典
　
献
鐘
と
献
花
、
山
岳
ミ
ニ
講

話
、
山
の
歌
合
唱

●
式
典
後
、
祖
母
山

（
一
七
五
六

ｏ
七
メ
ー

ト
ル
）
登
山
＝
自
由
参
加

◇
前
夜
祭

日
時
　
十

一
月
二
日
因
　
十
七
時
～
二
十
時

場
所
　
ウ
エ
ス
ト
ン
記
念
碑
北
側
広
場

（農

業
改
善
セ
ン
タ
ー
）

行
事
　
四
支
部
懇
談
会
、
郷
土
芸
能

（夜
神

楽
）
、
各
種
バ
ザ
ー
、
特
産
品
展
示

即
売
、
天
体
観
測
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー

●
前
夜
祭
参
加
者
は
、
五
カ
所
公
民
館
宿
泊

を
予
定

（十
月
二
十
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
寝
袋
持
参
、
食
費
二
、
五

目
【基
言
員
△
至
報
圧
口】

●
総
務
委
員
会
　
①
ル
ー
ム
引

っ
越
し
管
理

（七
月
十
六
日
、
八
月
二
十
七
日
）
②
全
国

支
部
大
会
は
十
月
十
五
～
十
六
日
、
関
西
氷

ノ
山
で
行
う
。
申
込
締
切
り
は
九
月
十
五
日

③
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
十
月

二
十
二
日
、
ル
ー
ム
で
行
う
。

●
集
会
委
員
会
　
①
ル
ー
ム
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー

（九
月
二
日
）
②
リ
フ
ォ
ー
ム

委
員
会

（七
月
二
十
二
日
、
八
月
二
十
日
打

ち
合
わ
せ
、
九
月
五
日
か
ら
新
ル
ー
ム
使
用

開
始
）

●
資
料
委
員
会
　
①
七
月
八
日
、
故
廣
瀬
潔

氏
の
用
具
受
入
れ
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
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